
15 2015.3 142015.3

モノや人の位置が簡単にわかったらどんなに便利だろう。
人々のそんな願いが今、実現しつつあります。
GPSに加え、屋内外の測位技術の発展、スマートフォンの普及などによって
複雑な都市空間でもモノや人の位置を正確に測定し
利用することができるようになってきました。

　
「
位
置
」を
知
る
こ
と
は
と
て
も
身
近
で
、

昔
か
ら
あ
る「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
＝
解
決
策
」で

す
。物
を
な
く
し
た
時
、待
ち
合
わ
せ
場
所
で

相
手
を
探
す
時
、そ
し
て
知
ら
な
い
土
地
で
道

に
迷
って
し
ま
っ
た
時
…
。そ
ん
な
時
、な
く
し
た

物
の
位
置
、相
手
の
位
置
、そ
し
て
自
分
の
位

置
が
わ
か
っ
た
ら
と
誰
も
が
願
っ
て
き
ま
し
た
。

　

時
代
は
21
世
紀
に
な
り
、私
た
ち
は
屋
外

で
G
P
S
と
い
う
解
決
策
を
得
ま
し
た
。飛

行
機
や
船
だ
け
で
な
く
、マ
イ
カ
ー
も
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
も
、み
ん
な
は
る
か
宇
宙
か
ら
来
る

G
P
S
の
計
測
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。地

球
上
の
ど
こ
に
い
る
の
か
が
緯
度
と
経
度
で
即

時
に
わ
か
り
、そ
し
て
時
間
を
追
っ
て
記
録
さ

れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、こ
の
便
利
な
G
P
S
も
建
物
の

中
や
地
下
で
は
使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。買

い
物
を
す
る
場
所
も
、そ
こ
に
行
く
た
め
の
交

通
も
、建
物
内
や
地
下
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
現
代
社
会
で
は
屋
内
を
含
め
て
継
ぎ
目

の
な
い
シ
ー
ム
レ
ス
な
、わ
か
り
や
す
く
使
い
や

す
い
位
置
特
定
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
し
て
、

イ
ン
テ
ッ
ク
は
2
0
1
1
年
か
ら「
屋
内
位
置

特
定
技
術
」の
研
究
開
発
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。G
P
S
の
届
か
な
い
場
所
で
も
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
セ
ン
サ
ー
を
持
つ
機
器
の
位
置
を

特
定
す
る
た
め
の
測
位
技
術
で
す
。

　

利
用
す
る
の
は「
音
波
」。人
間
の
耳
に
は

聞
こ
え
ず
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン

で
は
認
識
で
き
る「
非
可
聴
音
」と
い
う
音
を

用
い
ま
す
。人
が
音
波
発
生
装
置
の
前
を
立
ち

止
ま
ら
ず
通
り
過
ぎ
て
も
位
置
が
わ
か
る
よ

う
独
自
の
高
速
検
知
を
開
発
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、通
信
用
の
W
i
F
i
電
波
を
利
用
し

て
、W
i
F
i
機
器
の
近
く
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
特
定
し
ク
ー
ポ
ン
を
送
っ
た
り
ア
プ
リ
を
立

ち
上
げ
た
り
す
る
技
術
も
開
発
し
ま
し
た
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
、位
置
を
把
握
さ
れ

る
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
を
使
わ
ず
に
特

定
で
き
る
独
自
の
検
知
手
法
を
用
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
数
々
の
独
自
技
術
を
ば
ら
ば
ら

で
は
な
く
１
つ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム（
利
用
基

盤
）と
し
て
提
供
し
た
い
と
、イ
ン
テ
ッ
ク
は
位

置
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム「
i-

L
O
P（
ア
イ

ロップ
）」を
今
年
2
月
に
発
表
し
ま
し
た
。

　

i-

L
O
P
は
１
つ
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

か
ら
複
数
の
測
位
技
術
を
簡
単
に
使
う
こ
と

が
で
き
、ま
た
、設
置
し
た
測
位
デ
バ
イ
ス（
非

可
聴
音
を
出
す
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど
）を
、異
な

る
事
業
者
や
位
置
サ
ー
ビ
ス
で
共
同
利
用
で

き
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、i-

L
O
P
は
複
数
測

位
技
術
、複
数
利
用
企
業
、複
数
ア
プ
リ
を

１
つ
の
統
合
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
環
境
と
し
て
実

現
し
ま
す
。

　

i-

L
O
P
を
利
用
す
る
こ
と
で
、位
置
情

報
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
い
企
業
は
測
位
技

術
や
位
置
情
報
の
収
集
方
法
を
意
識
す
る
こ

と
な
く
、新
し
い
サ
ー
ビ
ス
、新
し
い
事
業
を
創

出
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

位
置
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

i-

L
O
P（
ア
イ
ロ
ッ
プ
）

「
位
置
」を
知
り
た
い

屋
内
で
も
地
下
で
も
継
ぎ
目
な
く

2015年

2014
年

201
2年

201
1年

2013
年

スマートフォン向け
屋内位置情報研究開始

音波通信
方式開発

O2O（Online to Offline）向け
実証実験

音波×PDR発表
PDR：スマホに内蔵され
たセンサーで歩行者の位
置を推定する技術。歩行者
自律航法

音波通信
方式改良

音波利用の
実証実験

屋内位置特定サービス
「SonicLocator」
提供開始

Wi-Fi検知技術
開発

シームレス測位
実験の実施

医師・看護師所在
把握技術開発

社会システム企業を目指して

位置に新しい価値を
与えるICT社会へ

インテックの屋内位置特定技術研究の歩み

位置に新しい価値を与えるICT社会へ

どこにいるの?
が

導く未来
GPSが届かなくても道案内

位置情報プラットフォーム
「i-LOP」提供開始
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今
年
1
月
、イ
ン
テ
ッ
ク
は
国
土
交
通
省
の

実
証
実
験
に
参
加
し
、i-

L
O
P
を
利
用
し

て
屋
外
で
も
屋
内
で
も
地
下
で
も
位
置
測
位

が
自
然
に
境
目
な
く
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。（
下
図
）

　

イ
ン
テ
ッ
ク
は
今
後
、

●
工
場
や
病
院
で
の
、勤
務
す
る
人
の
位
置

　

確
認
、作
業
支
援

●
学
校
で
の
生
徒
位
置
に
応
じ
た
確
認
、情

　

報
提
供
、周
知

●
現
場
作
業
を
行
う
業
種
で
の
存
在
確
認
、

　

作
業
支
援

●
観
光
地
、駅
、大
型
船
内
な
ど
で
の
位
置
案

　

内
や
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

●
小
売
業
で
の
付
加
サ
ー
ビ
ス
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

　

ン
グ
ツ
ー
ル

な
ど
の
分
野
で
の
利
用
を
想
定
し
、i-

L
O
P

を
よ
り
充
実
し
た
基
盤
へ
と
成
長
さ
せ
て
い

き
ま
す
。ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て

膨
大
な
デ
ー
タ
を
収
集
・
蓄
積
し
、そ
こ
か
ら

新
し
い
知
見
を
見
い
だ
す
た
め
の
イ
ン
テ
ッ
ク

の「
ユ
ビ
キ
タ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」と
の
連
携

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
位
置
」を
知
り
、活
用
し
、新
た
な
価
値

を
与
え
る
技
術
を
研
究
開
発
、提
供
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、イ
ン
テ
ッ
ク
は
よ
り
豊
か
で
便
利

な
暮
ら
し
の
実
現
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

位
置
に
新
し
い
価
値
を
与
え
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
社
会
へ

　音波（非可聴音）を利用した高速検知と電波測位

屋外

GPS

自動ドア 建物内 自動ドア 地下

GPS

35個

イラストマップ
の表示

丸の内仲通り ビル1階 丸の内地下街ビルB1階丸の内仲通り
→ 商業ビル1階

ビルB1階 → 
丸の内地下街

ビル1階
→ B1階

商業ビル1階の
地図に切替

地下1階の
地図に切替

地下街の
地図に切替

電波測位

東京駅周辺高精度測位社会プロジェクト検討会の実証実験に参加
１月、国土交通省の「東京駅周辺高精度測位社会プロジェクト検討会」が実施する実証実験に参加しました。国土交通省は東京オリ
ンピック・パラリンピックが開催される２０２０年を見据えて「高精度シームレス測位社会」を目指しています。インテックは、GPS、非可
聴音、BLE（Bluetooth Low Energy）の３つの測位手法をつなぎ、屋外からガラス張りの建物内へ、建物内1階から地下へ移動して
も、自然に境目なくスマートフォンの地図が切り替わることを確認しました。

Wi-Fi検知装置

ID発信機

（Wi-Fi） 音波（非可聴音）

無線電波（Bluetooth）

スマートフォン
（Android･iOS）

Push
通知サービス

※1 Apple Push Notification service ※2 Google Cloud Messaging for Android

Push通知

通知i - LOPの構成

GPS

Apple
APNs※1

Google
GCM※2

i-LOPクライアントAPI
を使って開発された
モバイルアプリケーション

i-LOPクライアントAPI

Web
API

Web
API

i-LOP クラウドサービス

位置情報プラットホーム 「i-LOP （アイロップ）」

屋外 屋内

ビーコン
装置

株式会社インテック
専務取締役

石井 貞行

社会システム企業を目指して

位置に新しい価値を
与えるICT社会へ

音波（非可聴音）
ID発信器

無線電波
（Bluetooth）
ビーコン装置

複数の測位方法を組み合わせ、屋内外でシームレスに位置情報を提供

信号検知情報信号検知情報信号検知情報

他システム

Web
API

他システムからi-LOPの機能を利用可能
煩雑な管理もクラウドで一括
機能・情報の利用

地図＆ビッグデータで
可能性を広げる

位置情報の提供位置情報の提供位置情報の提供

　地図は位置を伝えるための道具である。測量技術がない時代

の古地図、ジャングルや砂漠での手書きの絵など、古くから地図は

用途に合わせて様々に表現されてきた。そして現在、スマートフォ

ンの普及により、どこで（地図／位置）、だれが（利用者）、何を買っ

たか（行動）などの情報を蓄積・活用し、よりきめ細かいサービス

を利用者に提供する取り組みが注目されている。「どこ」という情

報の活用が新たな価値を生み出すようになったのだ。

　一方、ビッグデータの時代といえる今日、デジタル空間のデー

タは拡大を続けている。過去の自然災害や遺跡などの学術デー

タが公開され、人口統計などのマクロデータ、各種センサーから

送られてくる気象・交通情報などもオープンデータとして提供さ

れるようになった。FacebookやYouTubeには、生活に密着した

“今”を表す情報が次々にアップロードされる。これら刻々と蓄積

されるデータの量・種類には驚かされる。しかし、多くは目的別に

蓄積され互いに関連していない。もし、これらの情報を地図と融

合させて使えたらどうだろう。

　例えば「まちづくり」。安心・安全で便利なまちづくりに、また、観

光客への魅力発信に利用できないだろうか。初めての街で、ス

マートフォンに位置を表示し周辺の風景が確認できると確かに便

利だ。これに、オープンデータとして提供された渋滞情報や学校、

病院などの情報を組み合わせるとより便利になるに違いない。ま

た、遺跡などの学術データと位置情報を組み合わせて、観光客に

情報を提供するというのはどうだろう。今立っている場所の江戸

時代の地図や風景をスマートフォンに表示するなど新たな可能

性が広がるのではないだろうか。

　地域の地形や情報を一番知るのはそこに住む人である。イン

テックは住民の視点でITを活用し、行政と市民が共同で地域を豊

かにしていく社会の実現に貢献したいと考えている。位置情報と

地域のオープンデータ基盤を利用して、その地域ならではの

サービスやコンテンツの開発を若いエンジニアが競う―。今後、

そんな場を設けることも検討したい。そこに、地方活性化の解決

策の一つがあると思う。

　インテックは今年、位置情報に関するサービスを統合的に行う

「i-LOP」、ビッグデータの収集、管理、分析サービスを行う「ユビ

キタスプラットフォーム」の提供を開始した。これらは様々な情報

を有機的に結び、新たな価値を生み出すために欠かせないIT基

盤である。より信頼されるIT基盤を社会に提供していくことが、IT

のプロ、社会システム企業としてのインテックの責任であると強

く感じている。
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